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図1.日本脳炎患者報告数の推移:1965～2009年 20oa 2009年は暫定数)

一日本脳炎患者個人票{]965～1998年)及び感染症発生動向調査{1999年～)よ リー
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地域 別 日本月図炎患」者1報告数 (発病年男1), 2ooo-2010年 3月  (2010年 4月 末 ]現在 )

(感染症発生動 向調査より)
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近年の小児患者報告

平成18年に熊本県で3歳児

平成19年に広島県 (発病は平成18年で推定感
染地域は茨城県)で 19歳

平成21年に高知県で1歳児

平成21年に熊本県で8歳児 (発症時は7歳 )
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年度別日本脳炎ワクチン実施率 (厚生労働省HPデータより作図)
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日本脳炎ワクチン接種の積極的勧奨再開の内容
。(厚生労働省Q&A平成22年4月改訂より抜粋 )

平成17年 (2005年 )5月に定期予防接種としての日本脳炎ワクチン
(マウス脳由来 )接種の積極的な勧業を差し控えるよう市区町村に
勧告(希望する者に対してのみ、定期接種を行つて差し支えない)。

平成21年 (2009年 )6月 から乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンの使用
開始。

平成22年 (2010年 )に第1期の予防接種については、乾燥細胞培養
ワクチンについて、安全性や供給実績等から積極的な勧奨を行う段
階に至つたものと判断された

第1期の標準接種期間に該当する方(平成22年度においては3歳のお
子さん)に対して、積極的勧奨を再開するよう、平成22年4月 1日
付けで市区町村に対し通知。

乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン
。日本職炎ウイルス(北京株 )をVero細胞(アフリカミドリザル腎臓由来株化細胞 )

で増殖させて、得られたウイルスを採取し、ホルマリンで不活化(感染性を失くす
こと)して製造されたワクチン

。2009年6月 2日から、定期接種1期のワタチンとしてのみ、使えるようになりま
した。

・ マウスの脳由来ワクチンは、最後に製造されたワクチンの使用期限が平成22年
3月 9日であつたため、現在、使用できるマウス脳由来の日本脳炎ワクチンはあ
りません。

・ 2010年8月 27日から、定期機種2期にも、乾燥細胞培養ワクチンの接
種が可能になりました。

・ 同じく2010年 8月 27日 から、2005年 5月 30日の積極的勧奨の差し控
えにより、1期を受けそびれた人に対して、2期の対象年齢(9歳以上13
歳未満 )で、1期 3回の接種のうち、残つている分について、定期接種とし
て受けることが可能になりました。
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2008年度

第1期麻しん風しんワクチン機種率
20081叫月1日・ 2009年 3月 31日接種状況

第1期 麻しんワクチン接種率:94030/0

(秋田県88.2%″二重県98.5%)

第1期 風しんワクチン接種率:94,3%

(秋田県88.3%″二重県98,50/0}`

`

2009年度
第1期麻しん風しんワクチン接種率
2009網月1日‐2010年 3月 31日機種状況

第1期 壼L生ワクチン接種率:93]6%

(青森県87.2%～富山県96.7%)

第1期旦L生ヮクチン接種率:93.6%

(青森県87.10/0～富山県96.70/0)
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2008年度

第2期麻しん風しんワクチン機種率
2008年4月 1日■009年3月 31日機種状況

第2期 麻しんワクチン接種率:91.8%

{沖縄県88.1%～秋田県97.3%)

第2期 風しんワクチン接種率:91=9%

(沖縄県
18.2%～

秋田県97.3%)"

2009年度

第2期麻しん風しんワクチン接種率
2009年 4月 1日2010年 3月 31日機種状況

第2期 盛L生ワクチン接種率:92,3%

{鹿児島県87.8%～秋田県97.10/0)

第2期 風しんワクチン接種率:9233%

(鹿児島県87.8`～秋田県
7,10/0),
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2008年度

第3期麻しん風しんワクチン接種率
2008年 4月 i日 12009年3月 3i日機種状況

第3期 麻しんワクチン接糧率:85.1%

(福岡県75.70/0～福井県95.5%)

第3期 風しんワクチン接種率:85.2%

(福岡県7580/0～福井県955%)タ

2009年度

第3期麻しん風しんワクチン接種率
2009年4月 1日～2010年3月 31日 機種状況

第3期 麻しんワクチン接種率:85。9%
{神奈川県76.0%～茨城県97.00/0)

第3期 風しんワクチン接種率:86,0%
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2008年度

第4期麻しん風しんワクチン接種率
2008年4月 1日 ～2009年 3月 31日接種状況

第4期 麻しんワクチン接種率:77,3%

(東京都60.7%～ 山形県91.9%)

第4期 風しんワクチン接種率:77,3%

曝京都60.9%～ 山形県釧9%)多

2009年度

第4期麻しん風しんワクチン接種率
2009年4月 1日 2ヽ0101閾月31日機種状況

第4期 麻しんワクチン接種率:77,0%

(神奈川県58.6%～山形県917%)

第4期 旦しんワクチン接種率:77,1%
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国 民 の 抗 体 保 有 率 (感染症流行予測調査より)

～20084度感染症流行予莉調査|り
‖
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～2009年度感染症流行予測調査より～
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感染症発 生動向調査 9月 1日現在

麻疹の検査診断
急性期の咽頭ぬぐい液、血液 (EDttA血 )、 尿から麻疹ウ
イルスの分離あるいは麻疹ウイルス遺伝子をR丁―PCR
法、リアルタイムPCR法などで検出する。

急性期の麻疹特異的IgM抗体測定
―パルボウイルスB19による伝染性紅斑の時に、麻疹特異的
IgM抗体が陽性になる場合があるも (IgM価 5。 0以下の低い
値:1.2以上が陽性)。 麻疹の場合はtもっと高い値をとること
がJ移 い。

二発疹出現後5日までは麻疹であつても贈M抗体が陰性になる場
合がある。数日後に再検査する。

一修飾麻疹では陰性になる場合がある(修飾麻疹の場合t急性
期からIgG抗体が著明高値となる。

急性期と回復期のペア血清で麻疹特異的IgG抗体測定



麻疹検査診断におけるbM抗体検査の位置づけ
(石川はしかゼロ作戦委員会 中村英夫:Vd.31p.44-45:2010年 2月 号)より

・ 急性期単一血清によるbM抗体検査を麻疹の検査診断のための標
準検査法とするには、感度および特異性において問題がある:

・ 陶M抗体検査は結果が得られるまでに数日を要し、早期の感染拡大
防止に必要な迅速性という点でも問題がある。

・ 国立感染症研究所は、わが国における麻疹検査診断の標準検査法
としてRT…PCR検査を推奨している(:ASR 30:45-47、 2009)。

。bM抗体検査をRT‐ PCR検査の補動的役割と位置づけ、RT―PCR検
査にて判断に迷う場合などにはベア血清による抗体検査を含め総合
的に診断確定することが望ましい。

麻疹検査診断におけるにM抗体検査の位置づけ
(石川はしかゼロ作戦委員会 中村英夫:Vd.31p.44-45:2010年 2月 号)より

図1.IRT‐ PCR陽性
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はしかゼロ日本を目指して
一全数報告に際する確定検査診断の重要性―

(札幌市立大学看護学部 富樫武弘:lASR Vol.31p.43-44:2010年 2月 号)より

3。 麻疹が散発している状況下での実験室診断の
重要性
麻疹のようにほとんどが顕性発症し、ヒト畠ヒト感
染のみの感染症は感染の連鎖が証明されるはず
である。

麻疹の臨床診断をした1

あれば、鼻咽腔ぬぐいM
採取して地方衛生研究
てもらいたい。

…
日立感染症研究所 感染症情報センターのHP
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聴ありがとうございました




